
ＮＤＰ公開シンポジウム～医療の質安全の向上をめざして～ 

3 月 20 日： 「医療の質と安全の向上をめざす病院合同改善プロジェクトの報告」 

3 月 21 日： 「臨床研修の安全管理のあり方を考える」 
  

◆日時： 平成 16 年 3 月 20 日(土)、21 日（日） 
◆場所： 早稲田大学理工学部（大久保キャンパス） 57 号館 201 教室 

早稲田キャンパスマップ：http://www.waseda.ac.jp/koho/guide/univ18.html 

大久保キャンパスマップ：http://www.waseda.ac.jp/koho/guide/okubo.html 

  

◆ 主催： ＮＤＰ（医療のＴＱＭ実証プロジェクト）実行委員会 
    （厚労科学研究費補助金事業「医療提供システムの総合的質管理手法に関する研究」班） 

＊協力：医療技術総合評価総合研究推進事業・研究成果等普及啓発事業（厚生労働省･救急医療財団） 

  

◆ 参加費：  20 日 2000 円 ／ 21 日 2000 円 (当日に会場受付でお支払いください) 
  

◆ 申込み方法： 参加申込書(pdf ファイル)に必要事項をご記入の上、FAX（022-717-8198）でお申込みください。 
  当日会場での参加申込みも可能ですが、資料が不足する場合は事前に申し込まれた方が優先となります。 

  会場近くには昼食場所が少ないため、なるべくお弁当をお申し込みください。 

＜参加申込み送付先＞  FAX 022-717-8198   
  お問合せ先；東北大学大学院医学系研究科国際保健学分野（担当 村井/岩間）電話 022-717-8197 

  



◆    プログラム： 
■ ３月２０日 (土) ■ 10:00-17:30 

10:00-10:10 
10:10-10:30 
10:30-10:45 
10:45-11:15  

開会の辞  

挨拶   

「NDP の平成 15 年度の活動」    

「患者さんによる病院医療評価の標準化の試み」  

飯塚悦功氏 （東京大学大学院教授） 

永田充生氏 （厚生労働省 医療安全推進室） 

上原鳴夫氏 （東北大学大学院教授） 

瀬尾 隆氏 （医療ジャーナリスト協会幹事) 

◇医療の質安全向上のための病院合同改善プロジェクト報告(1)   

11:20-11:45 
11:45-12:15  

「インスリン治療の安全管理」 

「注射薬指示の標準化」 

菅野一男氏 （武蔵野赤十字病院) 

高橋英夫氏 （名古屋大学）他 

  (昼食)   ＊病院代表者会議（第三次ＮＤＰについて）   

◇ポスターセッション（病院の活動発表） ＮＤＰ参加病院の活動発表 

12:45-14:00 ＜医療の質安全向上のための病院合同改善プロジェクト参加病院＞ 
 武蔵野赤十字病院 
 医療法人宝生会ＰＬ病院 
 麻生飯塚病院 
 佐久総合病院 
 成田赤十字病院 
 国立仙台病院 
 藤沢町国民健康保険藤沢町民病院 
 東北大学附属病院 
 仙台社会保険病院 

（順不同） 
 神鋼加古川病院 
 札幌社会保険総合病院 
 関東中央病院 
 前橋赤十字病院 
 和歌山労災病院 
 岩国市 医師会病院 
 新日鐵広畑病院 
 大樹会回生病院 

◇医療の質安全向上のための病院合同改善プロジェクト報告(2)   

14:00-14:30 

14:30-15:00 

「薬物投与の安全管理（輸液ポンプ、安全ハンドブック）」 

「臨床研修の安全管理（研修医や新人ナースが行う危険処置のリスク管理）」 

杉山良子氏 （武蔵野赤十字病院） 

上原鳴夫氏 他 

15:00-15:30 「転倒転落の防止」 

(休憩)  

井上文江氏 (麻生飯塚病院) 他 

「医療安全の取り組みはどこまで進んだか」 

15:45-16:05 

16:05-16:45 

 「医療安全の取り組みはどこまで進んだか－日本の場合」 

 「医療安全の取り組みはどこまで進んだか－米国の場合」（逐次訳） 

三宅祥三氏 （武蔵野赤十字病院院長） 

ポール・バラシュ氏 （マイアミ大学患者安全センター所長） 

パネル討議  司会 飯塚悦功氏 
16:45-17:25  「医療の質安全の向上をめざして」 三宅祥三氏、棟近雅彦氏 （早稲田大学理工学部教授） 
17:25-17:30 

17:30        

第三次ＮＤＰについて 

1 日目閉会 
 

18:00～    懇親会   
  



 
  

■ ３月２１日 (日) ■ 9:30-16:30 

9:30-9:40    2 日目開会   

特別講演   ポール・バラシュ氏 

 9:40-12:00 
「臨床研修の安全管理とシミュレーション･トレ

ーニングの意義について」 
 （マイアミ大学患者安全センター所長、ジャクソン記念病院医療部長） 

    座長兼逐次通訳 前川和彦氏 （関東中央病院院長） 

  昼食   

パネルディスカッション   

13:00-16:20 「臨床研修の安全管理のあり方を考える」 

司会  

上原鳴夫氏 (東北大学大学院教授) 

伊澤敏氏 （佐久総合病院診療部長） 

  
安全を考慮した標準手順の作成、手技の訓練と研修計画、シミュレーターの活用、技能評価、指導要領と指導医研修、安全教育、事故発生時の院内救急体制、

など、安全管理の観点から臨床研修の課題と対策について検討します。 

  ＜パネリスト＞(順不同)   

  「標準手順作りと技能評価」 井村 洋氏 （麻生飯塚病院総合診療科部長） 

  「指導要領と指導医研修」 川尻宏昭氏 （佐久総合病院研修医教育委員会副委員長／総合診療科医長） 

  「シミュレーターの有効活用」 本郷道夫氏 （東北大学病院卒後研修センター長／総合診療部部長） 

  「手技習得に関する研修計画と評価」 平安山英盛氏 （沖縄県立中部病院副院長） 

  「事故発生時の院内救急体制」 高橋英夫先生 （名古屋大学病院ジェネラルリスクマネジャー／救急医学） 

  「トレーニング途上の安全管理〔仮題〕」 河野龍太郎氏 （東京電力技術開発研究所主管研究員） 

  ＜コメンテーター＞  

三宅祥三氏 （武蔵野赤十字病院院長） 

大川禎子氏 （国立仙台病院 GRM） 

飯塚悦功氏 （東京大学大学院教授） 

16:20-16:30 討議のまとめ   

16:30 閉会   

 


